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イチゴうどんこ病における低照度ＵＶ－Ｂ夜間照射の防除効果
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1ｑ緒言

イチゴうどんこ病は果実，果梗葉に発生し，白色のうど

ん粉状の菌叢を形成する．特に果実への発生により品質低下

と減収を伴うイチゴの重要病害の一つである．イチゴうどん

こ病の主要な防除対策は化学合成農薬による防除であるが，

連用により薬剤耐性菌が出現し')感受性の低下をまねいてい

る｡滋賀県では,2012年にＤＭＩ剤耐性のイチゴうどんこ病

菌の発生を確認しており2)，防除効果の低下等によって被害

が甚大となっている．

近年，紫外線ＵＶ－Ｂ（波長域：280～315nｍ）の照射に

よってイチゴうどんこ病の発病が抑制されること3)，さらに

発病抑制メカニズムの一因は，ＵＶ－Ｂの照射によりイチゴ

に病害抵抗性遺伝子が発現し，抗菌物質を産生することであ

ると報告された4)．並行して，農業の栽培現場で使用するＵ

Ｖ－Ｂ照射装置が開発され，化学合成農薬によらない新たな

防除方法として現場に普及しつつある．当初，ＵＶ－Ｂの照

射時間帯は９時から15時の昼間の時間帯が推奨された．し

かし，ＵＶ－Ｂは人体に有害であり，昼間の作業の際に消灯

する必要があり，作業の支障となっていた．よって，照射時

間帯については，夜間照射に切り替えても，その防除効果は

同様であることをこれまでに示してきた5)函

さらに現地への普及において，ＵＶ－Ｂ照射装置の導入に

係るコストが問題となっていた．このため，設置間隔を広く

して導入台数を減らした場合の低照度条件下での防除効果の

検討が求められていた．加えて，従来の蛍光灯形より安価な

電球形のＵＶ－Ｂ照射装置が開発され，生産現場における防

除効果の確認が必要であった．本研究では，ＵＶ－Ｂの夜間

低照射によるイチゴうどんこ病防除の有効性を検討するとと

もに，電球形ＵＶ－Ｂ照射装置と従来の蛍光灯形ＵＶ－Ｂ照
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射装置の防除効果について比較実証試験を行ったので報告す

る．

２材料および方法

２．１夜間低照度条件の検討

２．１．１栽培概要

イチゴの品種は‘章姫，を用い，ウイルスフリー苗を購入

し自家育苗した．３～4葉期のイチゴ苗をピニルハウス内

のベッドに2013年９月２７日に移植し,少量土壌培地耕(高

設栽培ツで育成した．施肥はＯＩｍ－１（OATアグリオ㈱）

を液肥として2,000～3,000倍に希釈し,イチゴの株元へ潅水

チューブにより施用した．慣行に従い，古くなった葉や発生

したランナーは取り除いた．ハウス内の加温は行わず，冬季

はハウスの内側にビニルカーテンを張り保温した．

２．１．２区の設定

ＵＶ－Ｂ照射には蛍光灯形ＵＶ－Ｂ照射装置（タフナレイ

（パナソニック（株)製)）を用い,移植４日後から試験終了

（2014年６月１６日）までＵＶ－Ｂを照射した．

試験区として，次の３つの区を設定した．ＵＶ－Ｂを照射

する２つの区は,ともに夜間に短時間（0～3時，３時間）の

照射であるが，照度は２水準で慣行照度（4～10〃Wbi）と

低照度（2～10,ｕＷ/ｂｉ）とし，それぞれ慣行区と低照度区と

した．対照として，ＵＶ－Ｂの照射を行わない無照射区を設

けた．なお,‘慣行とした照度は,有元ら（2014）５)で示した

照度であり，夜間照射（0～3時，３時間，４～10JuWﾉ㎡）に

おいても，昼間照射（9～１５時，６時間，４～10〃Ｗｈｉ）と

同様の防除効果が確認されている．

照度測定は栽培ベッド上面より高さ２０cmで測定した．こ










